
昭和51年２月25日第三種郵便物認可（毎週３回月曜・水唯・金曜発行)SSKO増刊通巻1809号　昭和63年７月12日発行

日本患者･家族団体協議会

１１

J』包

⑤
^
　
　
　
M
M
Ｉ
M

ss
刊61東京都新宿区下落合3-15-29

　　　

全腎協内

　

O03(952)5347/F A X03(953)1750

　

購読料１部300円(年間1,500円送料込)

ド
イ
ｙ
ｔ
Ｌ
「
各
党
に
聴
く
会
」

　
　

「
エ
イ
ズ
予
防
法
」
案
が
国
会
に
提

出
さ
れ
、
厚
生
省
に
よ
る
趣
旨
説
明
が

強
行
さ
れ
て
衆
院
社
会
労
働
委
員
会
で

の
審
議
直
前
の
五
月
十
八
日
、
Ｊ
Ｐ
Ｃ

は
、
全
国
ヘ
モ
フ
ィ
リ
ア
友
の
会
と
共

催
で
「
エ
イ
ズ
予
防
法
案
・
各
党
に
意

見
を
聴
く
会
」
を
開
き
ま
し
た
。

　

日
本
の
エ
イ
ズ
感
染
の
実
態
は
、
こ

の
日
の
厚
生
省
エ
イ
ズ
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン

ス
委
員
会
発
表
で
も
患
者
の
五
七
・
五

　

％
、
感
染
者
の
九
三
％
が
行
政
の
怠
慢

　

に
よ
る
汚
染
血
液
製
剤
を
投
写
さ
れ
た

　

血
友
病
患
者
で
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず

　

こ
の
法
案
で
は
、
医
師
が
エ
イ
ズ
感
染

　

者
を
発
見
し
た
ら
知
事
に
報
告
す
る
こ

　

と
を
義
務
づ
け
、
感
染
の
疑
い
の
あ
る

　

人
に
健
診
を
勧
告
す
る
、
都
道
府
県
職

’
員
が
質
問
で
き
る
な
ど
の
人
権
や
プ
ラ

　

イ
バ
シ
ー
を
侵
す
内
容
で
す
。

　
　

「
各
党
に
聴
く
会
」
に
は
、
自
民
党

を
除
く
野
党
代
表
が
出
席
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
党
の
立
場
を
説
明
し
ま
し
た
。
出

席
し
た
の
は
、
池
端
清
一
（
社
）
、
平

石
磨
作
太
郎
（
公
）
、
田
中
慶
秋
（
民
）
、

児
玉
健
次
（
共
）
、
菅
直
人
（
社
民
連
）

議
員
。
池
端
議
員
は
「
党
の
立
場
は
ま
’

だ
は
っ
き
り
決
っ
て
い
な
い
が
、
個
人

と
し
て
は
百
害
あ
っ
て
一
利
も
な
い
法

案
」
、
平
石
議
員
は
「
み
ん
な
の
意
見

を
き
い
て
法
案
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と

が
大
事
」
、
田
中
議
員
は
「
対
策
は
必

要
な
の
で
時
間
を
か
け
て
審
議
し
、
最

終
的
に
は
法
案
を
廃
案
に
」
、
児
玉
議

員
は
「
エ
イ
ズ
の
予
防
に
役
立
た
ず
、
む

し
ろ
感
染
者
を
地
下
に
も
ぐ
ら
せ
て
し

ま
う
法
案
は
廃
案
に
」
、
菅
直
人
も
「
廃

案
に
で
き
れ
ば
よ
い
と
思
う
」
な
ど
と

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

各
党
代
表
の
説
明
に
、
血
友
病
患
者

の
母
親
が
悲
痛
な
差
別
の
実
態
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
侵
害
の
実
情
を
訴
え
、
議
員

が
た
じ
た
じ
の
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
別
項
の
声
明
を
発
表
し
、

厚
生
省
に
も
代
表
が
要
請
し
ま
し
た
。

　

法
案
は
経
続
審
議
に
な
り
ま
し
た

が
、
次
期
国
会
に
再
び
提
出
さ
れ
る
予

定
で
す
。
Ｊ
Ｐ
Ｃ
で
は
廃
案
を
め
ざ
し
、

運
動
を
強
化
し
ま
す
。

「ｴｲｽﾞ予防漱」に反対し、わ帽の

ｴｲｽﾞ対策の抜本瞰斜顛る問（要旨）

　　

「各党にエイズとエイズ法案のついて説明

を聞く会」に参加した私たち一同は、現在国

会で審議されている「エイズ予防法案」に強

く反対することを表明します。

　

エイズは、新しい感染症のひとつで、感染

者は確実な治療法のない社会的に弱い立場に

ある病者です。ところが、「エイズ予防法案」

はこの疾患の基本的性格を無視し、社会防衛

の立場から感染老を管理し、プライバシーと

人権を強く侵害するものです。

　

私たちは、このような強権的施策は感染者

を潜在化させ、感染者などへの偏見と差別を

誘発するもので反対です。法案から血友病患

者を除くとの報告もありますが、これによっ

て問題点は何ら解消されるものではありませ

ん。

　

エイズ対策として国民への知識普及、検査

・治療など医療体制の充実、感染者への社会

生活の保障、エイズに感染した血友病患者の

被害補償措置を要求します。

　　　　　　　　　　　　　

1988年５月18□
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Ｊ
Ｐ
Ｃ
（
日
本
患
者
・
家
族
団
体
協
議

会
）
は
六
月
五
日
、
東
京
・
五
反
田
の
全

社
連
会
館
で
第
三
回
総
会
を
開
き
、
二
十

三
団
体
か
ら
九
十
六
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

総
会
は
辻
川
寿
之
（
全
交
災
）
幹
事
の

司
会
で
進
め
ら
れ
、
長
代
表
幹
事
が
「
運

動
な
く
し
て
成
果
は
な
い
、
Ｊ
Ｐ
Ｃ
は
着

実
に
前
進
し
期
待
と
信
頼
を
得
て
き
て
い

る
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
来
賓
か
ら
の
あ

長
代
表
幹
事
の
あ
い
さ
つ

-

い
さ
つ
の
あ
と
議
長
団
を
選
出
、
議
事
に

入
り
ま
し
た
。
活
動
報
告
、
決
算
報
告
、

会
計
監
査
報
告
を
一
括
し
て
討
議
し
、
い

く
つ
か
の
質
問
の
あ
と
こ
れ
を
承
認
し
ま

し
た
。

　

新
年
度
の
活
動
方
針
案
、
予
算
案
が
提

出
さ
れ
、
活
発
な
意
見
や
質
問
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
針
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
の

完
全
保
険
適
用
、
地
域
医
療
計
画
の
問
題

点
、
協
力
会
員
の
増
員
、
家
庭
雑
貨
販
売

の
取
り
く
み
、
費
用
微
収
の
あ
り
方
、
身

体
障
害
者
福
祉
法
の
抜
本
改
正
、
特
定
疾

患
の
拡
充
、
在
宅
医
療
の
公
的
サ
ー
ビ
ス

の
要
求
、
な
ど
各
地
域
、
団
体
の
実
態
を

紹
介
し
な
が
ら
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
発
言
に
幹
事
会
か
ら
答
弁
が
行

わ
れ
た
あ
と
、
方
針
案
、
予
算
案
は
承
認

さ
れ
、
新
年
度
役
員
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
決

議
も
原
案
を
承
認
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
伊
藤
代
表
幹
事
か
ら
「
話
し
合

い
な
が
ら
前
進
し
、
闘
う
Ｊ
Ｐ
Ｃ
を
作
っ

て
い
こ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
閉
会
し
ま
し

た
。
こ
の
総
会
で
は
記
念
講
演
に
落
語
家

で
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
と
闘
う
春
風
亭
栄
橋

さ
ん
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
体
調
が

悪
く
中
止
に
な
り
ま
し
た
。
（
関
連
記
事

二
～
七
面
）

ｅ

　

こ
の
一
年
間
の
主
な
活
動

印

　

全
国
交
流
集
会
一

　

十
一
月
二
十
一
日
、
二
十
二
日
に
福
島

県
二
本
松
市
で
開
き
、
二
十
五
団
体
、
百

二
十
人
が
参
加
し
、
記
念
講
演
、
全
体
会
、

分
科
会
を
通
じ
て
交
流
し
ま
し
た
。

帥

　

陳
情
活
動

　

六
十
三
年
度
予
算
に
関
連
す
る
陳
情
活

動
の
ほ
か
、
八
月
に
は
全
肝
協
な
ど
の
代

表
と
肝
炎
対
策
の
拡
充
を
厚
生
大
臣
に
陳

情
す
る
な
ど
の
活
動
も
す
す
め
ま
し
た
。

圀

　

難
病
対
策
の
拡
充
な
ど
で
国
会
請
願

　

会
員
が
必
死
で
集
め
た
、
四
十
二
万
人

強
の
署
名
を
三
月
一
日
、
十
五
団
体
五
十

二
人
の
代
表
が
国
会
に
請
願
し
、
八
十
九

人
の
議
員
が
国
会
に
提
出
し
ま
し
た
。

㈲

　

資
金
造
成
活
動
の
取
り
組
み
と
成
果

　

協
力
会
員
制
度
な
ど
の
事
業
は
Ｊ
Ｐ
Ｃ

の
財
政
に
寄
与
し
ま
し
た
。
家
庭
雑
貨
販

売
事
業
担
当
者
研
修
会
を
開
き
ま
し
た
。

㈲

　

加
盟
団
体
を
ふ
や
し
機
関
誌
を
充
実

　

十
月
の
全
低
肺
の
加
盟
で
「
内
部
障
害

者
」
の
団
体
が
全
て
Ｊ
Ｐ
Ｃ
に
加
盟
し
ま

し
た
。
宮
城
県
難
病
連
の
結
成
総
会
に
Ｊ

Ｐ
Ｃ
代
表
が
出
席
す
る
な
ど
未
加
盟
の
地

域
難
病
連
と
の
連
携
を
重
視
し
ま
し
た
。

　

情
報
活
動
は
「
Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
仲
間
」
の
定

(要旨)

期
発
行
、
内
容
の
充
実
に
努
め
ま
し
た
。

圀

　

専
従
体
制
確
立
と
財
政
基
盤
強
化

　

新
年
度
か
ら
事
務
局
員
の
採
用
を
め
ざ

し
、
三
月
十
六
日
付
で
新
卒
者
を
採
用
し

ま
し
た
。

図

　

加
盟
団
体
の
活
動
、
他
団
体
と
連
携

　

地
域
難
病
連
の
無
料
検
診
や
疾
病
団
体

の
陳
情
活
動
な
ど
で
成
果
を
収
め
ま
し

た
。
ま
た
、
日
本
医
労
連
主
催
の
「
医
療
研

究
集
会
」
に
Ｊ
Ｐ
Ｃ
代
表
が
ン
ポ
ジ
ス
ト

と
し
て
参
加
す
る
な
ど
医
療
関
係
者
と
の

連
携
を
深
め
ま
し
た
。

　

活
動
の
ま
と
め

①
超
党
派
で
請
願
が
提
出
さ
れ
る
な
ど
Ｊ

Ｐ
Ｃ
の
前
進
が
明
ら
か
に
な
っ
た
一
年
で

し
た
②
同
時
に
、
Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
活
動
が
見
え

に
く
い
と
の
評
価
も
あ
り
ま
す
⑤
国
民
医

療
総
合
対
策
本
部
の
中
間
報
告
以
降
、
次

々
に
続
く
具
体
策
に
す
ば
や
く
対
応
で
き

ず
、
Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
力
が
不
十
分
だ
っ
た
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
④
あ
わ
せ
て
医
療
相
談

会
な
ど
掲
げ
た
目
標
は
必
ず
取
り
組
む
姿

勢
が
必
要
で
す
⑤
そ
の
点
で
新
年
度
か
ら

の
専
従
体
制
の
確
立
は
前
進
で
す
⑥
三
年

目
を
迎
え
て
更
に
発
展
す
る
に
は
、
参
加

・
活
動
が
し
や
す
く
、
わ
か
り
や
す
い
組
織

・
機
構
へ
の
改
革
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

1988-ｱ。|Ｐ＠の抑間7０6
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は
じ
め
に

　

医
療
分
野
で
は
患
者
負
担
を
前
提
と
し

た
制
度
改
悪
が
基
本
的
に
完
了
し
、
病
床

の
制
限
や
患
者
を
病
院
か
ら
締
め
出
す
仕

組
み
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
生
活

関
連
分
野
で
も
、
年
金
制
度
な
ど
の
制
度

「
見
直
し
」
の
ほ
か
、
制
度
運
用
上
の
引
き

締
め
が
強
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
、

わ
が
国
の
社
会
保
障
は
憲
法
二
十
五
条
の

理
念
か
ら
は
な
れ
、
患
者
の
医
療
や
福
祉

を
受
け
る
権
利
は
狭
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

経
済
性
・
効
率
性
重
視
心
医
療
。

　

福
祉
見
直
し
と
Ｊ
Ｐ
Ｃ
Ｑ
運
動

１

　

厳
し
い
患
者
の
生
活

２

　

「
国
民
医
療
政
策
」

ろ

　

国
民
健
康
保
険
制
度
へ
の
引
き
締
め

４

　

生
活
保
護
制
度
の
「
適
正
化
」
の
強
化

５

　

医
療
過
誤
多
発
と
医
療
制
度
合
理
化

６

　

福
祉
の
「
商
品
化
」
へ
の
道

『
／

　

「
人
間
の
尊
厳
・
生
命
の
尊
厳
」
を

　

守
る
Ｊ
Ｐ
Ｃ
へ

　
　
　

（
内
容
省
略
）

　

患
者
・
家
族
の
ね
が
い

　
　

【
医
療
の
拡
充
を
求
め
て
】

①
難
病
の
原
因
究
明
、
研
究
体
制
の
確
立

②
専
門
医
療
体
制
の
確
立

(要旨)

③
難
病
．
慢
性
疾
患
等
の
予
防
、
早
期
発

　

見
、
早
期
治
療
体
制
の
確
立

④
薬
害
、
労
災
、
職
業
病
の
発
生
予
防
、

　

根
絶
の
た
め
の
対
策
拡
充

⑤
専
門
医
療
従
事
者
の
養
成
と
確
保

⑥
国
立
医
療
機
関
の
統
廃
合
に
反
対

⑦
保
健
所
の
拡
充
と
機
能
の
強
化

⑧
医
学
進
歩
に
必
要
な
予
算
確
保

⑨
住
民
本
位
の
地
域
医
療
計
画
作
り

　
　

【
医
療
費
保
障
の
拡
充
を
求
め
て
】

①
健
保
本
人
の
十
割
給
付
復
活
、
国
保
、

　

健
保
家
族
の
給
付
率
引
き
上
げ

②
入
院
時
食
事
代
患
者
負
担
の
導
入
反
対

⑤
老
人
保
健
制
度
の
十
割
給
付
と
、
治
療

　

制
限
の
撤
廃

④
室
料
差
額
、
付
添
い
料
の
廃
止

⑤
結
核
予
防
法
「
命
令
入
所
」
制
度
の
引

　

き
締
め
中
止
、
公
費
優
先
制
度
の
存
続

⑥
難
病
等
の
公
費
医
療
制
度
の
拡
充

⑦
高
額
療
養
費
制
度
の
自
己
負
担
限
度
額

　

の
引
き
下
げ

⑧
高
度
先
進
医
療
の
医
療
保
険
全
面
適
用

⑨
鍼
灸
、
移
送
費
等
の
完
全
保
険
適
用

　
　

【
生
活
保
障
の
拡
充
を
求
め
て
一

①
年
金
制
度
の
充
実
、
障
害
年
金
の
拡
充

②
生
保
受
給
制
限
反
対
、
基
準
引
き
上
げ

⑤
傷
病
手
当
金
の
給
付
率
の
引
き
上
げ
、

　

給
付
期
間
の
延
長

＠

④
特
別
障
害
者
手
当
の
増
額
と
対
象
拡
大

⑤
労
働
災
害
補
償
の
給
付
内
容
の
充
実

　
　

【
社
会
復
帰
対
策
の
促
進
を
求
め
て
一

①
完
全
社
会
復
帰
促
進

②
病
気
を
理
由
と
し
た
解
雇
の
禁
止

⑤
障
害
者
雇
用
促
進
法
の
抜
本
改
正

④
保
護
雇
用
、
在
宅
雇
用
制
度
の
促
進

⑤
医
療
と
授
産
を
含
む
保
健
施
設
の
設
置

⑥
職
業
紹
介
、
相
談
、
訓
練
体
制
の
強
化

⑦
病
児
、
障
害
児
の
教
育
・
環
境
保
障

　
　

「
福
祉
対
策
の
拡
充
を
求
め
て
」

①
身
体
障
害
者
福
祉
法
の
適
用
拡
大

②
各
種
障
害
者
施
策
の
認
定
基
準
緩
和

⑤
身
障
・
老
人
施
設
の
費
用
徴
収
軽
減

④
患
者
・
障
害
者
用
住
宅
の
確
保

⑤
医
療
等
の
機
能
を
も
つ
施
設
の
設
置

⑥
鉄
道
、
航
空
、
有
料
道
路
の
運
質
、
料

　

金
割
引
き
の
内
部
障
害
者
へ
の
適
用

⑦
相
談
活
動
へ
の
助
成

⑧
低
料
三
種
認
可
条
件
の
緩
和

⑨
在
宅
福
祉
対
策
の
拡
充

⑩
総
合
的
福
祉
対
策
の
実
施
と
『
障
害
者

　

の
権
利
宣
言
』
の
完
全
実
施

⑥
新
型
間
接
税
・
福
祉
目
的
税
導
入
反
対

　

重
点
活
動
目
標
と

　

活
動
の
す
す
め
方

　
　

【
今
年
度
の
重
点
活
動
目
標
】

①
「
全
国
交
流
集
会
一
」
を
滋
賀
県
大
津

　

市
で
開
催

②
資
金
造
成
活
動
の
拡
大
強
化

⑤
協
力
会
員
制
度
を
一
口
三
千
円
に
改
め

　

会
員
拡
大
の
推
進

④
国
会
請
願
署
名
・
募
金
の
取
り
組
み

⑤
関
係
団
体
の
協
力
を
受
け
、
自
己
免
疫

　

等
を
中
心
に
医
療
相
談
会
を
開
催

⑥
神
経
・
筋
疾
患
患
者
の
交
流
会
の
開
催

⑦
組
織
強
化
の
た
め
の
規
約
改
正

　
　

【
陳
情
活
動
一

①
関
係
省
庁
へ
の
陳
情
、
要
請
活
動

②
Ｊ
Ｒ
等
関
係
機
関
・
企
業
に
要
請
活
動

　
　

【
交
流
・
研
修
活
動
】

①
関
係
団
体
と
の
交
流
、
連
携
を
推
進

②
講
演
会
や
実
務
講
習
会
の
開
催

⑤
講
師
の
派
遣

　
　

「
広
報
・
宣
伝
活
動
」

①
機
関
誌
の
内
容
充
実
と
読
者
の
拡
大

②
医
療
・
福
祉
に
関
す
る
情
報
紙
の
発
行

⑤
各
会
の
活
動
状
況
を
把
握
し
、
活
動
に

　

役
立
つ
情
報
の
提
供

　
　

【
相
談
活
動
】

①
事
務
局
専
従
体
制
確
立
に
合
わ
せ
て
、

　

相
談
体
制
を
確
立

　
　

【
組
織
・
財
政
活
動
一

①
幹
事
会
は
年
二
回
、
常
任
幹
事
会
は
必

　

要
に
応
じ
て
開
催

②
加
盟
団
体
を
ふ
や
す
働
き
か
け

③
未
組
織
県
の
組
織
化

④
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の
交
流
の
推
進

⑤
健
全
財
政
の
確
立

⑥
「
全
国
患
者
会
館
」

　

（
仮
称
）
の
基
本

　

構
想
の
検
討

７０７
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日本思者･家族団体協議会（ＪＰＣ）は､すべての加
盟団体と会員の一致団結した努力により、様々な困
難の中で結成５年目を迎えることができました。

　

昨年１年間の活動を振り返ってみると、いろいろ
な苦労もあったものの、全国交流集会の成功、陳情
・詰願活動での成果、署名･募金活動の拡がりなど、
私たちは一歩一歩運動を前進させてきました。この
ことを参加者全員で確認しなければなりません。

　

自分自身あるいは家族が病気になったり、なんら
かの障害を持ったときに、心配したり不安を感じた
りするのは、誰でも同じです。また、「早くよくな
りたい」「病気の原因解明や治療方法の確立を一日
も早く」と願うのも同じです。

　

しかし、このような患者・障害者とその家族の共
通の想いや願いにもかかわらず。医療・福祉・社会
保障をめぐる現実は大変厳しく、みんなが平等に医
療や福祉を受けられるわけではありません。憲法に

こと

　

私
らか

た
に
ちは、ここであらためてＪＰＣ結成宣言が明
した私たちの進むべき道を確認します。

　

私たちは、「人間の尊厳、生命の尊厳がなにより
も大切にされる社会」をねがい、「人間性の回復の
闘い」を宣言して運動を進めていかなければなりま
せん。

ＪＰＣはやり場のない不安や怒

めとともに生きてい
り合って、そしてそ

こ
動
決
１

　

冦
下

、進ん
患者・
あろう
かせる

だ
家
と

る患者
の先頭
医療を
族・国

りや孤独やあき､ら
一家族と手を取
いくべき団体で
福祉と社会保障
でき、いかなる
がその生命の光
をめざし活動を

ていかなければなりません。
れまでの運動の成果を十分活かし、これからの
をより豊かで実りあるものにしていくために以
議します。
、豊かな医療と福祉を実現するために、患者・
国民本意の「国民医療総合対策」を確立させよ
う。

２、患者一国民の生活を破壊する大型間接税に反

　

対しよう。
ろ、ＪＰＣの強固な財政基盤を確立するため資金

　

造成活動を普及拡大しよう。

　　　　　　　　　　　　　　　　

1988年６月５日

　　　　　　　　　　

日本患者一家族団体協議会

　　　　　　　　　　

第

　　

５

　　

回

　　

総

　　

会

役　名 候補者氏名 所　属　団　体

代表幹事 ※長　　　宏 日　　患　　同　　盟

同 ※伊藤　健雄 北海道難病連

事務局艮 ※小林　孟史 全　　　腎　　　協

幹　　事 菅原　道子 北海道難病連

同 山崎　洋一 秋　田　難　病　連

同 ※伊藤　文博 福島県難病達

同 黒崎　本一 群馬県難病連

同 久保田耕司 長野県眼病連

同 伊藤　　醇 岐阜県眼病連

同 海野　勝代 静岡県難病連

同 三重県難病連

同 柳田　貞男 滋賀　県難病巡

同 上本　仰有 京　都　難　病　巡

同 ※ 大　阪　難　病　達

同 藤原　勝義 兵庫県難病連

同 奈良県難病連

同 杉原　　仁 岡　山　県難病運

同 高知県難病運

同 原田　恒夫 宮崎県難病巡

同 安藤　慶助 鹿児島県難病巡

同 互　　　療　　　会

同 藤田　　茂 全　　　肝　　　協

同 ※辻川　寿之 全　　　交　　　災

同 ※梅崎　園子 心臓病の子供を守る仝

同 藤崎　陸安 全　　　患　　　協

同 ※古川　圭助 日　　患　　同　　盟

同 クロロキン被害者の会

同 高橋　豊栄 ス　　　全　　　協

同 パーキンソン病友の会

同 黒田外武夫 全　　　腎　　　協

同 多発性硬化症友の会

同 河合　　清 全　　　低　　　肺

会計監査 寺山　　理 群馬県難病連

同 羽田　邦夫 全　　　肝　　　協

※印は常任幹事

●
日
本
社
会
党
委
員
長
・
土
井
た
か
子
●

社
会
民
主
連
合
代
表
・
江
田
五
月
＠
参
議

院
社
会
労
働
委
員
長
・
関
口
恵
造
●
衆
議

院
議
員
・
安
藤
巌
、
同
・
池
端
清
一
、
同

・
工
藤
晃
、
同
・
田
中
慶
秋
、
同
・
畑
英

次
郎
、
同
・
正
森
成
二
．
同
・
矢
島
恒
男
、

●
参
議
院
議
員
・
佐
藤
昭
夫
、
同
・
佐
々

木
満
、
●
日
本
医
労
連
＠
国
際
障
害
者
年

日
本
推
進
協
議
会
●
日
本
生
協
連
医
療
部

会
●
全
日
本
民
主
医
療
機
関
連
合
会
●
全

国
保
険
医
団
体
連
合
会
●
東
難
連
●
奈
良

県
難
病
連
●
鹿
児
島
県
難
病
連
●
三
重
県

難
病
連
●
愛
知
県
難
病
連
●
千
葉
県
難
病

連
●
宮
城
県
難
病
連
●
全
有
協
●
ク
ロ
ロ

キ
ン
被
害
者
の
会
●
全
国
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
友
の
会
●
全
国
ヘ
モ
フ
ィ
リ
ア
友
の
会

●
日
本
Ａ
Ｌ
Ｓ
協
会
●
全
国
心
臓
病
の
子

供
を
守
る
会
宮
崎
支
部

　
　
　
　
　
　

（
以
上
順
不
同
、
敬
称
略
）

/∂召

●
内
藤
功
（
日
本
共
産
党
・
衆
議
院
議
員
）

●
男
武
次
男
（
全
日
本
国
立
医
療
労
働
組

　
　
　
　
　

合
副
委
員
長
）

●
保
田
行
雄
（
全
国
ヘ
モ
フ
ィ
リ
ア
友
の

　
　
　
　
　

会
会
長
代
行
）

万
巻
皿

1988-7、|ｐｅの抑間
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1987.4. 1

1988.3.31

自
至1987年度決算報告

〔収入の部〕

項　　　目 予　算 金　額 予算比 備　　　　　　　　考

分　　担　　金

機関4弐購読料

募　　　　　　金

寄　　付　　金

雑　　取　　入

1.850,000

1,100,000

2.500,000

7,ISO,000

　　100,000

2,O"!5.420

　　725,115

3.4O9,3C1

2,214,81G

　　258,918

110.6%

　6G.0

136.4

　30.8

258.9

28団体

国会哨願カンパ

花火・雑貨．↑寫力会員

交流集会会計繰入．その池

小　　　　　　丿十

前　期　繰　越

12,730.000

　2,341,24 3

8,654.630

2,341,2^3

　G8.0

100.0

合　　　　　　計 15,071,2^3 10,995,873 73.0

〔支出の部〕

　

会
計
監
査
報
告
書

　

一
九
八
七
年
度
「
日
本
患
者
・
家
族
団

体
協
議
会
」
の
決
算
に
つ
い
て
、
会
計
帳

簿
類
、
証
ひ
ょ
う
類
、
現
金
、
預
金
な
ど

の
Ｉ
切
に
つ
い
て
監
査
し
た
結
果
、
す
べ

ぐ

会　　　誦　費

機関紙発行費

印　　刷　　費

旅　費　行動費

事　　業　　費

通　　ｲg　　費

入　　件　　費

事　務　所　費

備品消耗品費

寄付金還元支出

事務所設置積立金

雑　　　　　　費

1,600.000

1,150,000

1,160.000

　300,000

1.800. 000

　480,000

2,162,000

　　510,000

　　180,000

3,365,000

　　800,000

　　64.243

1,525,985

　954.046

1,089,950

　336.930

　554,167

　437,891

　600,000

　240,000

　198.115

　933,747
　soo.ooo

　　12,725

　95.4 %

　83.0

　94.0

112.3

　30.8

　91.2

　27.8

　47.1

110.2

　27.7

100.0

　19.8

総会、幹事会、事務局会議

６号～11号印刷代、送料ほか

署名用紙、チラシ、その池

加盟団体訪間、都内行動

家庭雑貨販売担当者研修会

切手、電話（２万円xl2〉辱

５万円×12（全腎協）

２万円×12（全腎協）

机、椅子、電話工事

取扱団体還元分

87年度分債立

身定協入会金ほか

小　　　　　　測･

予　　備　　費

13,571,243

　1,500,000

7,G83,896

　　　　　　０

5G.6

　０．０

合　　　　　　計 15,071,243 7.683,896 51 .0

朋　末　収　入 3.311,977

て
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
認
め

報
告
し
ま
す
。

　

六
十
三
年
四
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　

会
計
監
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
枚
義
美
⑩

　
　
　
　
　
　
　
　

代
理

　

三
好
笑
子
⑩

＠

自】988.4. 1

至1989.3.31
1988年度予算

項　　　目 予算書頁 |ﾒS］　　　　　　　　　　　　　　i沢

収

入

分　　担　　金 2,150,000 30団体

m iMi t志m mﾎ斗 1,200,000 ｲiﾈ4I聘'a売800SIJ X 1500

蓼　　　　　　金 3,000,000 国会晴順

砺｀　　　f寸　　　会’ 8.300,000 花火・雑貨、協力全員ほか

雑　　収　　入 100,000

小　　　　　　　1汁 14,750.000

擢i　J哨　冷必　丿凶 3, 311,977

合　　　　　　　貧t 18,061,977

支

出

会　　　議　　　費 2,500,000 総会、幹事会、常住幹事会

機関誌発行９ 1,100,000 １２～17^-、印届I』費、5£孝斗ほか

印　　　耶り　　　費 1,500,000 著名用紙．チラシ、資料集ほか

旅費行動費 500,000 出張旅費、行動費

31J　　　業　　　費 1,500.000 交流会、相談会．研修費

教育宣伝費 150,000 図書・資料購入費、研修会参加費ほか（科目新設）

通　　　信　　　費 600,000 電話36万円、垂町更24万円

人　　　f牛　　　1辺 2,396,000 *S!f4　　　　　　　　　　= 1,983,000

社:会f呆g灸利一411尨主負1旦分-＝　208,000

ｉ旦I徴祁t立会：　　　　　　　＝　120,000

ｉ・!肋交迢i費　　　　　　　＝　　65,000

７ノレノぐイト孝斗　　　　　　＝　　20,000

事　務　所　費 240.000 ２万円×12月（全腎協）

備品消耗品費 160,000 琲務用品、ＯＡ機使用料5,000×12（全腎協）

寄付金還元支出 4,255,000 取扱団体遠元分
Zp:i各戸斤a5とln貰立てｔ 1,200,000

雑　　　　　　９ 60.977

･jヽ　　　　　　賃t 16,161,977

予　　　備　　　費 1,900,000

会　　　　　　　lit 18,061,977

加9｡|ｐ參の抑間1988-7
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規
約
改
正

第
１
条
（
名
称
・
事
務
局
）

　

こ
の
会
は
、
日
本
患

　

者
・
家
族
団
体
協
議
会
（
略
称
・
日
出
協
、
英
文

　

名
:
　
　
　
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
　
　
Ｐ
ａ
ｔ
ｉ
ｅ
ｎ
ｔ
ｓ
　
Ｃ
ｏ
ｕ
n
c
i
l
　
　
　
･

　

略
称
Ｊ
Ｐ
Ｃ
）
と
い
う
。

　

２

　

こ
の
会
の
事
務
所
を
東
京
都
内
に
お
く
。

第
２
条
（
目
的
）

　

こ
の
会
は
、
「
結
成
宣
言
」
の

　

理
念
に
も
と
づ
き
次
の
各
事
項
の
達
成
を
目
的
と

　

す
る
。

　
　

（
１
）
加
盟
団
体
相
互
の
理
解
と
連
帯
を
基
礎
に
、

　
　
　
　

ゆ
た
か
な
医
療
と
福
祉
を
め
ざ
す
。

　
　

（
２
）
患
者
・
家
族
お
よ
び
加
盟
団
体
の
励
ま
し

　
　
　
　

あ
い
と
経
験
の
交
流
を
す
す
め
、
全
国
の

　
　
　
　

患
者
団
体
の
結
集
を
め
ざ
す
。

　
　

（
ろ
）
患
者
・
家
族
の
諸
権
利
を
守
り
。
そ
の
た

　
　
　
　

め
の
医
学
的
社
会
的
条
件
の
確
立
を
め
ざ

　
　
　
　

す
。

第
５
条
（
事
業
）

　

こ
の
会
は
、
第
２
条
の
目
的
を

　

達
成
す
る
た
め
に
次
の
事
業
を
行
う
。

　
　

Ｔ
）
患
者
・
家
族
の
医
学
的
社
会
的
ね
が
い
を

　
　
　
　

実
現
す
る
た
め
に
関
係
諸
機
関
に
働
き
か

　
　
　
　

け
を
行
い
、
政
策
的
提
言
を
行
う
。

　
　

（
２
）
国
民
の
病
気
に
対
す
る
予
防
、
理
解
な
ど

　
　
　
　

の
た
め
の
啓
発
活
動
を
行
う
。

　
　

（
ろ
）
調
査
、
研
究
、
研
修
活
動
を
行
う
。

　
　

（
４
）
加
盟
団
体
相
互
の
理
解
を
深
め
、
連
帯
を

　
　
　
　

強
め
る
た
め
の
交
流
活
動
を
行
う
。

　
　

（
５
）
加
盟
団
体
の
活
動
に
役
立
つ
会
報
の
発
行

　
　
　
　

な
ど
情
報
、
宣
伝
活
動
を
行
う
。

　
　

（
６
）
患
者
・
家
族
に
役
立
つ
相
談
活
動
、
物
品
、

　
　
　
　

図
嗇
の
紹
介
な
ど
の
活
動
を
行
う
。

　
　

（
Ｚ
）
そ
の
他
、
目
的
達
成
に
必
要
な
事
業
を
行

　
　
　
　

う
。

第
４
条
（
組
織
）

　

こ
の
会
は
、
疾
病
別
全
国
団
体

　

お
よ
び
都
道
府
県
単
位
の
思
者
団
体
連
合
体
で
構

　

成
す
る
。

第
５
条
（
機
関
）

　

こ
の
会
に
次
の
機
関
を
お
く
。

　
　

Ｔ
）
総
会

　
　

（
２
）
幹
事
会

　
　

（
ろ
）
常
任
幹
事
会

第
６
条
（
運
営
）

　

こ
の
会
の
迎
営
、
議
決
は
合
議

　

に
よ
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
。

第
７
条
（
総
会
）

　

総
会
は
、
こ
の
会
の
最
高
議
決

　

機
関
で
、
毎
年
１
回
開
催
す
る
。

　

２

　

総
会
は
、
別
に
定
め
る
基
準
に
も
と
づ
く
代

　
　

議
員
の
過
半
数
の
出
席
に
よ
り
成
立
す
る
。

　

ろ

　

議
長
は
出
席
代
議
員
の
な
か
か
ら
選
出
す

　
　

る
。

　

４

　

総
会
で
は
、
次
の
事
項
を
決
め
る
。

　
　

Ｔ
）
活
動
報
告
、
決
算
報
告
お
よ
び
会
計
監
査

　
　
　
　

報
告
の
承
認

　
　

（
２
）
活
動
方
針
、
予
算
の
決
定

　
　

（
５
）
役
員
の
選
出

　
　

（
４
）
規
約
の
改
廃

　
　

（
５
）
そ
の
他
必
要
な
事
項

第
８
条
（
臨
時
総
会
）

　

加
盟
団
体
の
５
分
の
１
以

　

上
の
要
求
が
あ
っ
た
と
き
、
ま
た
は
幹
事
会
が
必

　

要
と
認
め
た
と
き
臨
時
総
会
を
開
か
な
け
れ
ぱ
な

　

ら
な
い
。

第
９
条
（
幹
事
会
）

　

幹
事
会
は
、
総
会
か
ら
総
会

　

ま
で
の
間
、
こ
の
会
の
運
営
に
責
任
を
も
つ
協
議

　

執
行
機
関
で
あ
る
。

　

２

　

幹
事
会
は
、
代
表
幹
事
、
事
務
局
長
お
よ
び
加

　
　

盟
団
体
各
１
名
の
幹
ぶ
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

　

ろ

　

幹
事
会
は
、
総
会
の
議
決
し
た
事
項
に
関
す

　
　

る
こ
と
、
総
会
に
提
出
す
る
事
項
、
そ
の
他
、

　
　

総
会
の
議
決
し
た
事
項
に
も
と
づ
き
会
務
の
協

　
　

議
執
行
に
あ
た
る
。

　

４

　

幹
事
会
は
、
代
表
幹
事
が
招
集
す
る
。

　

５

　

幹
事
会
は
、
年
２
回
以
上
開
催
す
る
。

第
1
0
条
（
常
任
幹
事
会
）

　

常
任
幹
事
会
は
、
幹
事

　

会
か
ら
幹
事
会
ま
で
の
間
、
会
の
運
営
に
責
任
を

　

も
つ
執
行
機
関
で
あ
る
。

　

２

　

常
任
幹
事
会
は
、
代
表
幹
事
、
事
務
局
長
お

　
　
　

よ
び
常
任
幹
事
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

　
　

５

　

常
任
幹
事
会
は
、
必
要
に
応
じ
て
代
表
幹
事

　
　
　

が
招
集
す
る
。

　
　

４

　

常
任
幹
事
は
、
幹
事
会
に
お
い
て
幹
事
の
中

　
　
　

か
ら
選
ぶ
。

６

第
１
１
条
（
役
員
）

　

こ
の
会
に
次
の
役
員
を
お
く
。

　
　

代
表
幹
事

　
　

２
名

　
　

事
務
局
長

　
　

１
名

　
　

幹
事

　
　
　
　

若
干
名

　
　

常
任
幹
事

　
　

若
干
名

　
　

会
計
監
査

　
　

２
名

第
１
２
条
（
役
員
の
任
期
）
役
員
の
任
期
は
１
年
と
し
、

　

再
任
を
さ
ま
た
げ
な
い
。

第
３
条
（
役
員
の
職
務
）

　
　

（
１
）
代
表
幹
事
は
、
こ
の
会
を
代
表
し
、
会
務

　
　
　
　

を
統
括
す
る
。

　
　

（
２
）
事
務
局
長
は
、
事
務
局
の
業
務
を
統
括
し
、

　
　
　
　

常
任
幹
事
会
の
方
針
の
執
行
に
あ
た
る
。

　
　

（
ろ
）
幹
事
は
、
こ
の
会
の
協
議
執
行
に
当
た
る
。

　
　

（
４
）
常
務
幹
事
は
、
こ
の
会
の
職
務
を
分
掌
す
‘

　
　
　
　

る
。

　
　

（
５
）
会
計
監
査
は
、
こ
の
会
の
会
計
を
監
査
す

　
　
　
　

る
。

第
１
４
条
（
相
談
役
）
こ
の
会
に
相
談
役
を
お
く
こ
と

　

が
で
き
る
。

　

２

　

相
談
役
は
、
代
表
幹
事
の
求
め
に
応
じ
意
見

　
　

を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

５

　

相
談
役
は
、
常
任
幹
事
会
の
決
定
に
よ
り
代

　
　

表
幹
事
が
委
嘱
す
る
。

第
１
５
条
（
事
務
局
）
こ
の
会
に
事
務
局
を
お
く
こ
と

　

が
で
き
る
。

　

２

　

そ
の
構
成
は
幹
事
会
が
決
め
る
。

　

ろ

　

事
務
局
に
職
員
を
お
く
こ
と
が
で
き
る
。
そ

　
　

の
待
遇
・
執
務
に
関
す
る
こ
と
は
常
任
幹
事
会

　
　

が
決
め
る
。

第
Ｍ
条
（
専
門
部
）
こ
の
会
の
事
業
を
推
進
す
る
た

　

め
に
専
門
部
を
お
く
こ
と
が
で
き
る
。

第
１
７
条
（
加
盟
、
退
会
）
こ
の
会
の
趣
旨
に
賛
同
し
、

　

第
４
条
に
規
定
す
る
患
者
・
家
族
団
体
は
加
盟
す

　

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

２

　

加
盟
し
よ
う
と
す
る
団
体
は
、
加
盟
申
込
書

　
　
　

に
分
担
金
を
添
え
て
申
し
込
み
、
幹
事
会
の
承

　
　
　

認
を
得
る
。

　
　

５

　

退
会
は
、
加
盟
団
体
の
申
し
出
に
よ
り
、
幹

　
　

事
会
の
承
認
を
得
る
。

　

４

　

加
盟
、
退
会
に
つ
い
て
、
幹
事
会
は
、
総
会

　
　

に
報
告
す
る
。

第
１
８
条
（
財
政
）
こ
の
会
の
財
政
は
、
分
担
金
、
募

　

金
、
寄
付
金
、
そ
の
他
の
収
入
に
よ
る
。

第
１
９
条
（
分
担
金
）
こ
の
会
の
分
担
金
は
、
別
に
定

　

め
る
。

第
2
0
条
（
会
計
年
度
）
こ
の
会
の
会
計
年
度
は
、
毎

　

年
４
月
１
日
に
は
じ
ま
り
翌
年
ろ
月
5
1
日
を
も
っ

　

て
終
り
と
す
る
。

第
Ｍ
一
条
（
会
計
監
査
）
こ
の
会
の
会
計
監
査
は
厳
正

　

に
行
い
、
そ
の
結
果
を
総
会
に
報
告
し
、
承
認
を

　

得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

付
則

　
　

（
１
）
こ
の
規
約
の
改
廃
は
総
会
で
行
う
。

　
　

（
２
）
こ
の
規
約
に
よ
る
細
則
を
別
に
設
け
る
こ

　
　
　
　

と
が
で
き
る
。

　
　

（
５
）
こ
の
規
約
は
、
1
9
8
6
年
６
月
1
5
日
か

　
　
　
　

ら
効
力
を
発
す
る
。

　
　

（
４
）
こ
の
規
約
は
、
1
9
8
8
年
６
月
５
日
か

　
　
　
　

ら
効
力
を
発
す
る
。

規
約
第
１
９
条
の
分
担
金
に
関
す
る
申
し
合
わ
せ
事
項

１

　

分
担
金
は
、
加
盟
団
体
の
前
年
度
（
直
近
の
）

　

会
計
年
度
一
般
会
計
決
算
に
お
け
る
収
入
総
額
の

　

１
％
相
当
額
と
す
る
。

２

　

最
低
額
は
１
万
円
と
す
る
。

５

　

加
盟
団
体
は
、
こ
の
会
の
財
政
の
健
全
な
発
展
、

　

確
立
に
努
力
す
る
。

規
約
改
正
の
特
徴
点

　

改
正
の
特
徴
点
は
、
①
新
た
に
「
常
任
幹
事
会
」

を
設
け
た
こ
と
②
合
議
制
を
明
確
に
し
た
こ
と
⑤
総

会
を
代
議
貝
制
と
し
た
こ
と
④
協
議
執
行
機
関
と
し

て
の
幹
事
会
の
任
務
の
明
確
化
⑤
執
行
機
閔
と
し
て

の
常
任
幹
事
会
の
任
務
の
明
確
化
⑥
事
務
局
長
、
幹

事
、
常
任
幹
事
、
会
計
監
査
の
任
務
の
明
確
化
⑦
相

談
役
の
設
置
と
相
談
役
の
任
務
の
明
確
化
⑧
事
務
局

職
員
の
待
遇
・
執
務
に
関
す
る
こ
と
は
常
任
幹
事
会

が
決
め
る
と
し
た
こ
と
で
す
。

1988-7 。羅訃ｅの抑間Ｚ加



昭和51年２月25日第三種郵便物認可（毎週３回月曜一水曜・金曜発行) SSKO増刊通巻1809号　昭和63年７月12日発行

　

活
動
報
告
に
つ
い
て

Λ
全
腎
協
・
黒
田
▽
あ
い
さ
つ
で
強
調
し

て
い
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
福
祉
の
話
で
す

が
、
Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
運
動
の
目
標
、
将
来
の
展

望
は
日
本
独
自
の
も
の
を
め
ざ
し
て
い
る

の
か
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
的
な
も
の
を
め
ざ

し
て
い
る
の
で
す
か
。

Ａ
長
・
代
表
幹
事
Ｖ
日
本
の
実
態
に
即
し

た
患
者
運
動
を
す
す
め
る
の
が
運
動
の
主

旨
で
す
。
各
団
体
の
意
見
を
尊
重
し
な
が

ら
合
意
に
達
し
た
方
向
で
進
め
て
い
き
ま

す
。
と
に
か
く
団
体
を
強
め
て
い
く
、
平

和
を
志
向
す
る
、
運
動
を
し
な
け
れ
ば
成

果
は
上
ら
な
い
と
い
う
三
点
で
全
体
が
力

を
合
わ
せ
て
努
力
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

決
算
報
告
に
つ
い
て

Λ
群
馬
難
病
連
・
宇
敷
▽
家
庭
雑
貨
販
売

事
業
担
当
者
研
修
会
の
費
用
の
内
訳
と
、

事
務
所
設
置
積
立
金
が
八
十
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
見
通
し
と
、
場
所
は

ど
こ
に
な
る
の
で
す
か
。

長宏代表幹事

Ａ
伊
藤
・
幹
事
Ｖ
患
者
団
体
の
担
当
者
約

二
十
人
の
一
泊
二
日
の
研
修
費
は
Ｊ
Ｐ
Ｃ

が
負
担
し
、
業
者
約
二
十
人
は
業
者
持
ち

で
や
り
ま
し
た
。
事
務
所
に
つ
い
て
は
一

日
も
早
い
方
が
い
い
と
情
報
を
集
め
ま
し

た
が
、
昨
年
一
年
間
で
は
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
十
分
協
議

し
、
に
つ
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

活
動
方
針
案
に
つ
い
て

Λ
日
患
同
盟
・
佐
々
木
▽
在
宅
患
者
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
民
間
で
は
な
く
、
公
的
な

責
任
と
し
て
保
障
す
る
こ
と
を
要
求
に
入

れ
て
下
さ
い
。

Ａ
伊
藤
・
幹
事
Ｖ
こ
れ
は
国
に
制
度
と
し

て
確
立
を
求
め
る
と
同
時
に
難
病
連
、
支

部
組
織
、
市
町
村
単
位
で
実
施
に
む
け
て

活
勁
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

Λ
全
低
肺
・
木
山
∇
「
費
用
徴
収
の
負
担

軽
減
」
と
し
て
い
る
が
、
制
度
そ
の
も
の

は
認
め
費
用
負
担
の
軽
減
を
は
か
ろ
う
と

い
う
の
か
、
制
度
そ
の
も
の
に
反
対
な
の

か
明
確
に
し
て
下
さ
い
。

Ａ
古
川
・
幹
事
Ｖ
基
本
的
に
は
反
対
で
す
。

現
に
実
施
さ
れ
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
は

そ
の
軽
減
を
通
じ
て
、
徴
収
基
準
の
あ
り

方
を
含
め
た
見
直
し
が
行
な
わ
れ
る
よ
う

取
り
く
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Λ
滋
賀
難
病
連
・
葛
∇
三
十
数
府
県
で
地

域
医
寮
計
画
が
で
き
あ
が
っ
て
い
ま
す

が
、
す
で
に
で
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
ど

j７

の
よ
う
な
運
動
を
展
開
し
て
い
け
ば
よ
い

で
し
ょ
う
か
。
ま
た
保
健
所
の
拡
充
と
機

能
強
化
は
ど
う
考
え
る
の
で
す
か
。

Ａ
古
川
・
幹
事
Ｖ
す
で
に
策
定
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
も
実
施
上
の
問
題
点
を
明
ら

か
に
し
た
り
委
員
会
に
も
患
者
の
代
表
を

入
れ
さ
せ
る
運
動
が
必
要
で
す
。

　

保
健
所
に
つ
い
て
は
医
療
計
画
の
中
で

十
分
検
討
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
患
者
団

体
と
し
て
も
県
の
難
病
連
を
通
じ
て
住
民

検
診
で
難
病
医
療
の
問
題
な
ど
も
っ
と
住

民
の
役
に
立
つ
よ
う
な
保
健
所
の
あ
り
方

に
つ
い
て
今
後
も
提
案
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

〈
岡
山
難
病
連
・
杉
原
∇
二
十
九
の
特
定

疾
患
が
公
費
負
担
に
な
っ
て
い
ま
す
が
も

っ
と
枠
を
広
げ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

Ａ
伊
藤
・
幹
事
Ｖ
難
病
は
二
百
か
ら
三
百

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
一
年

一
疾
病
と
い
う
の
で
は
時
間
が
か
か
り
す

ぎ
ま
す
。
今
の
よ
う
な
難
病
対
策
そ
の
も

の
を
変
え
る
と
か
、
個
々
の
対
策
が
な
く

て
も
医
療
費
に
困
ら
な
い
制
度
に
す
る
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
北
海
道
で
は
十
一
の
疾

患
を
上
積
み
し
て
い
ま
す
。
各
県
で
も
県

単
事
業
と
し
て
要
求
す
る
運
動
が
必
要
か

と
思
い
ま
す
。

　

規
約
改
正
に
つ
い
て

Λ
日
患
同
盟
・
野
口
▽
「
代
表
幹
事
」
と

い
う
名
称
で
す
が
、
ど
こ
の
会
も
会
長
制

で
す
。
社
会
通
念
上
、
そ
の
組
織
の
代
表

者
は
「
会
長
」
と
よ
ぶ
の
が
普
通
で
す
。

総
会
も
第
三
回
を
む
か
え
ま
す
し
、
考
え

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
伊
藤
・
幹
事
Ｖ
名
称
に
つ
い
て
は
幹
事

会
で
議
論
し
ま
し
た
が
、
い
ろ
い
ろ
運
動

の
過
程
が
あ
り
ま
し
て
地
域
別
・
疾
病
別

の
運
動
、
そ
れ
を
お
互
い
よ
く
反
映
さ
せ

て
い
く
た
め
に
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と
い

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
「
代
表
幹
事
」
と

い
う
名
称
は
耳
な
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
世
の
中
だ
ん
だ
ん
多
様

化
し
て
ま
い
り
ま
し
て
「
会
長
」

　

「
理
事

長
」
だ
け
で
は
な
く
、
「
代
表
」
と
か
「
代

表
委
員
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
組
織
強

化
に
と
っ
て
い
い
こ
と
な
の
か
悪
い
こ
と

な
の
か
慎
重
に
論
議
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
で
き
ま
し
た
ら
今
日
は
ご
承
認
い

た
だ
い
て
次
年
度
ま
で
に
幹
事
会
で
討
議

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

予
算
案
に
つ
い
て

Λ
秋
田
難
病
連
・
山
崎
▽
Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
財
政

を
支
え
て
い
く
う
ぇ
で
も
雑
貨
販
売
は
絶

対
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
。

Ａ
伊
藤
・
幹
事
Ｖ
Ｊ
Ｐ
Ｃ
で
取
り
組
も
う

と
決
め
た
か
ら
に
は
資
金
活
動
は
何
は
さ

て
お
い
て
も
取
り
組
ん
で
成
果
を
上
げ
な

け
れ
ば
、
そ
の
運
動
は
保
障
で
き
な
い
と

い
う
性
質
の
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
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1
5
団
体
、
5
6
0
0
人
に
発
展

　

岐
阜
県
難
病
団
体
連
絡
協
議
会
（
略

称
・
岐
阜
県
難
病
連
）
は
昭
和
四
十
八

年
九
月
に
五
団
体
、
会
員
四
百
三
十
四

人
で
発
足
し
結
成
か
ら
早
十
五
年
の
歳

月
が
経
ち
ま
し
た
。
そ
の
間
、
加
盟
団

体
と
会
員
は
徐
々
に
増
加
し
て
、
現
在

で
は
次
の
よ
う
に
十
三
団
体
、
三
千
六

百
人
を
擁
す
る
大
き
な
団
体
に
な
り
ま

し
た
。

Ａ
加
盟
団
体
Ｖ

★
日
本
リ
ウ
マ
チ
友
の
会
岐
阜
県
支
部

　

★
岐
阜
県
心
臓
病
の
子
供
を
守
る
会

　

★
岐
阜
県
腎
臓
病
患
者
連
絡
協
議
会

　

★
岐
阜
県
病
弱
児
を
守
る
会
★
日
本

小
児
糖
尿
病
を
守
る
会
岐
阜
支
部

　

★

せ
い
り
ゅ
う
の
会
（
バ
ー
ジ
ャ
ー
病
の

会
）

　

★
岐
阜
県
肝
炎
の
会

　

★
岐
阜

県
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会

　

★
岐
友

会
（
岐
阜
県
ヘ
モ
フ
ィ
リ
ア
友
の
会
）

　

★
く
ぬ
ぎ
の
会
（
岐
阜
県
希
少
難
病

友
の
会
）

　

★
岐
阜
県
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ

ィ
ー
協
会

　

★
下
垂
体
性
小
人
症
親
の

会
岐
阜
県
支
部

会
の
主
な
活
動

　

岐
阜
県
難
病
連
は
会
長
一
人
、
副
会

長
四
人
、
会
計
一
人
、
監
事
三
人
、
事

務
局
長
一
人
、
相
談
員
一
人
の
役
員
が

中
心
と
な
っ
て
、
①
機
関
誌
Ｋ
Ｎ
Ｇ
（
県

難
病
連
ぎ
ふ
）
を
毎
月
発
行
（
各
加
盟

団
体
が
月
毎
に
交
代
で
特
集
号
と
い
う

か
た
ち
で
発
行
を
担
当
）
し
、
県
市
町

＠
理
解
の
促
進
と
助
成
金
受
給
な
ど
の
た

め
、
県
や
市
町
村
の
担
当
部
局
お
よ
び

議
会
へ
の
陳
情
・
請
願
活
動
、
ま
た
、

Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
行
う
国
会
請
願
や
署
名
へ
の

参
加
⑥
腎
バ
ン
ク
ー
ア
イ
バ
ン
ク
ヘ
の

登
録
を
呼
び
か
け
る
街
頭
キ
ャ
ペ
ー
ン

の
実
施
⑦
加
盟
団
体
相
互
や
他
の
関
連

団
体
と
の
交
流
や
研
修
会
の
実
施
、
ま

た
Ｊ
Ｐ
Ｃ
や
地
域
難
病
連
主
催
の
全
国

の
患
者
・
家
族
団
体
と
の
交
流
、
研
修

会
へ
の
参
加
⑧
岐
阜
市
ふ
れ
あ
い
広

場
、
各
務
原
市
福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

い
活
動
を
続
け
て
1
5
年

村
は
じ
め
関
係
機
関
に
発
送
②
難
病
連

相
談
員
お
よ
び
各
団
体
の
役
員
に
よ
る

医
療
生
活
相
談
⑤
難
病
連
未
加
入
患
者

・
家
族
へ
の
入
会
勧
誘
（
具
体
的
に
は

「
入
会
の
お
す
す
め
」
を
県
下
の
各
保

健
所
、
各
市
町
村
の
福
祉
担
当
課
、
病

院
・
医
院
の
窓
□
な
ど
に
置
い
て
も
ら

っ
て
い
る
）
、
患
者
・
家
族
会
の
組
織

づ
く
り
の
援
助
④
役
員
会
、
代
表
者
会

議
の
開
催
（
活
動
計
画
、
活
動
内
容
の

検
討
、
加
盟
団
体
へ
の
活
動
助
成
金
の

交
付
な
ど
）
⑤
難
病
に
対
す
る
社
会
的

岐
阜
県
難
病
連

な
ど
へ
の
参
加
協
力
⑨
加
盟
団
体
参
加

の
大
会
（
二
年
に
一
回
）
と
各
種
講
演

会
の
開
催
⑩
Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
花
火
販
売
や
、

ひ
ま
わ
り
号
を
走
ら
せ
る
全
国
連
絡
会

の
行
な
う
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
販
売

に
取
り
組
む
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

今
後
の
活
動
方
針

　

県
の
障
害
者
に
対
す
る
計
画
を
ふ
ま

え
て
、
①
難
病
連
の
事
務
所
や
会
議
室

な
陳
情
活
動
の
強
化
⑤
相
談
活
動
の
一

層
の
活
発
化
に
よ
る
会
員
へ
の
サ
ー
ビ

ス
強
化
と
会
員
と
の
交
流
の
促
進
④
患

者
会
員
の
社
会
復
帰
、
特
に
雇
用
の
促

進
と
福
祉
の
充
実
を
図
る
（
当
面
ロ
ソ
フ

ト
バ
ス
運
行
の
増
大
と
、
腎
バ
ン
ク
の

早
期
設
立
に
取
り
組
む
）
⑤
患
者
の
掘

り
起
こ
し
の
促
進
な
ど
に
つ
い
て
取
り

組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

事
務
局

　

〒
五
〇
〇

　

岐
阜
市
青
柳
町

　
　
　
　

五
－
ニ

　

県
身
障
福
祉
会
館

　
　
　
　

内

　

営

　

○
五
八
二
－
五
三
－
六
八
六
四

の
確
保
と
事
務
局
体
制
の
拡
充
②
様
々

　
　

難
病
連
第
８
回
大
会
（
Ｗ
・
９

27

X､ノ
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に
っ
く
ら
れ
た
病
気
ス
モ
ン

ス
全
協

　

難
波
紀
久
子

　

（
島
根
県
）

　

小
さ
な
白
い
錠
剤
が
・
：

　

芳
紀
ま
さ
に
二
十
五
歳
、
さ
さ
や
か

な
夢
も
あ
り
ま
し
た
。
夢
を
語
り
合
え

る
恋
人
も
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
で

し
た
、
悪
魔
の
薬
を
飲
ん
だ
の
は
。
お

腹
を
悪
く
し
た
の
で
す
。
小
さ
な
白
い

錠
剤
は
私
の
一
生
を
変
え
て
し
ま
う
ほ

ど
の
毒
薬
で
し
た
。
お
腹
は
良
く
な
る

ど
こ
ろ
か
日
に
日
に
悪
く
な
る
ば
か
り

で
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
病
院
に
通
い
、

そ
し
て
そ
の
毒
薬
は
ま
す
ま
す
私
の
体

の
中
で
量
を
増
し
た
の
で
す
。
薬
を
飲

ん
で
二
ヵ
月
後
、
足
の
し
び
れ
が
始
ま

り
ま
し
た
。
そ
れ
は
す
ご
い
勢
い
で
全

身
に
拡
が
り
、
そ
し
て
医
者
か
ら
ス
モ

ン
の
宣
告
を
受
け
た
の
で
す
。
そ
れ
か

ら
十
九
年
の
時
間
が
流
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
と
き
は
ウ
ィ
ル
ス
説
が
全
盛
の

と
き
で
全
国
で
た
く
さ
ん
の
同
病
の
人

の
自
殺
者
が
で
ま
し
た
。
夢
を
語
り
合

っ
た
恋
人
は
い
つ
し
か
離
れ
、
ま
す
ま

す
苦
し
み
の
増
す
体
、
立
つ
こ
と
さ
え

で
き
ず
、
自
分
で
食
事
す
ら
で
き
な
い

ま
る
で
″
だ
る
ま
″
で
し
た
。

　

私
も
死
を
考
え
ま
し
た
。
一
日
一
錠

ず
つ
主
治
医
か
ら
い
た
だ
く
睡
眠

薬
。
そ
れ
が
親
に
見
つ
か
っ
た
と
き
、

死
の
影
は
消
え
ま
し
た
。
で
も
本
当

の
苦
し
み
は
こ
れ
か
ら
が
本
番
で
し

た
。
支
え
て
く
れ
た
父
は
私
の
身
代

わ
り
の
よ
う
に
亡
く
な
り
原
因
不
明

の
だ
る
ま
さ
ん
は
ベ
ッ
ド
の
上
を
の

だ
う
ち
ま
わ
り
ま
し
た
。
意
識
の
は

っ
き
り
し
た
自
分
を
ど
れ
は
ど
の
ろ

っ
だ
こ
と
か
、
痛
み
疲
れ
て
眠
る
と

き
が
わ
ず
か
な
安
ら
ぎ
で
し
た
。

　

「
生
」
へ
の
執
着

　

私
の
一
生
は
こ
れ
だ
け
な
の
か
と

考
え
は
じ
め
た
の
は
、
ベ
ッ
ド
の
そ

ぱ
で
心
配
顔
の
母
を
思
い
や
っ
た
と

き
で
す
。
夫
に
先
立
た
れ
、
生
き
る
か

死
ぬ
か
わ
が
ら
ぬ
娘
、
夫
の
影
に
隠
れ

て
自
己
主
張
な
ど
し
た
こ
と
が
な
い
初

老
の
母
。
そ
の
と
き
に
「
生
」
へ
の
執

着
が
で
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
同
時
に
そ
の
と
き
は
も
う
わ

か
っ
て
い
た
ス
モ
ン
の
原
因
「
キ
ノ
ホ

ル
ム
」
に
対
す
る
怒
り
で
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
私
の
血
の
涙
が
出
る
よ
う

な
訓
練
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
ま
ず
べ

″
ド
に
起
き
上
が
る
こ
と
、
自
分
の
手

で
食
事
を
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
り
、

病気なんかに負けないぞ/＠

理
学
療
法
、
体
力
を
つ
け
る
訓
練
等
、

頑
張
り
ま
し
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て

か
歩
け
る
よ
う
に
ま
で
な
っ
た
の
で

す
。
体
の
回
復
と
反
対
に
毒
薬
を
こ

の
世
に
誕
生
さ
せ
た
製
薬
会
社
、
モ

れ
を
承
認
し
た
国
に
対
す
る
怒
り
が

こ
み
あ
げ
て
き
ま
し
た
サ
リ
ド
マ
イ

ド
、
ク
ロ
ロ
キ
ン
、
予
防
接
種
な
ど

つ
く
ら
れ
た
病
気
、
そ
れ
も
会
社
の

利
潤
追
求
に
走
る
あ
ま
り
虚
偽
の
報

告
書
を
出
し
、
そ
れ
を
う
の
み
に
し

て
承
認
を
与
え
た
国
、
ゆ
る
せ
な
い

と
思
い
ま
し
た
。

心
に
「
怒
り
」
を
抱
い
て

動
か
な
く
な
っ
た
体
を
、
人
間
と

し
て
、
人
間
ら
し
い
生
活
を
奪
わ
れ
て

し
ま
っ
た
悲
し
み
と
怒
り
。
ま
さ
に
心

に
「
怒
り
」
を
抱
い
て
厚
生
省
、
製
薬

会
社
の
前
に
座
り
こ
み
ま
し
た
。
さ
わ

や
か
な
春
風
、
炎
天
の
夏
も
、
落
葉
舞

う
秋
も
、
寒
風
吹
き
す
さ
ぶ
冬
も
、
シ

ヤ
ッ
タ
ー
を
降
ろ
し
て
し
ま
い
な
ん
の

反
応
も
示
さ
な
い
会
社
に
向
か
っ
て
怒

り
を
ぶ
ち
ま
け
ま
し
た
。
た
っ
た
一
人

の
力
は
弱
く
て
も
、
一
滴
の
雨
水
が
や

が
て
大
河
と
な
る
よ
う
に
、
全
国
か
ら

同
じ
苦
し
み
、
怒
り
を
持
っ
た
患
者
の

心
が
少
し
は
裁
判
所
を
、
国
を
動
か
し

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
で
も
一
応
和
解

と
い
う
形
に
し
ろ
人
間
の
命
を
お
金
に

換
算
す
る
、
他
に
解
決
法
が
な
い
と
し

て
も
な
ん
と
悲
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

今
、
老
母
と
二
人
で
生
活
し
て
い
ま

す
。
結
婚
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
人
と
し

て
ご
く
普
通
の
幸
せ
と
は
無
縁
で
す
。

た
だ
自
分
の
し
ま
つ
は
自
分
で
で
き
る

程
度
で
す
。
し
び
れ
、
痛
み
も
常
時
感

じ
て
い
ま
す
。
こ
の
状
態
に
な
れ
て
し

ま
っ
て
な
に
も
感
じ
な
い
Ｉ
瞬
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
れ
が
却
っ
て
異
常
に
思
え

る
の
で
す
。
悲
し
い
錯
覚
な
の
で
す
。

　

人
は
若
く
な
り
ま
せ
ん
。
加
齢
に
と

も
な
い
状
態
が
悪
く
な
り
、
最
近
で
は

会
併
症
も
で
て
き
ま
し
た
。
今
、
恒
久

対
策
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
最
大
の
課

題
で
す
。
福
祉
後
退
政
策
の
今
、
思
う

よ
う
に
な
ら
な
い
の
が
現
実
で
す
。
皆

様
と
力
を
合
わ
せ
て
運
動
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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厚
生
省
が
身
障
者
実
態
調
査

　

六
月
七
日
、
厚
生
省
は
「
身
体
障
害
者

・
身
体
障
害
児
実
態
調
査
」
を
ま
と
め
ま

し
た
。
こ
の
調
査
は
、
全
国
の
身
体
障
害

者
約
六
千
四
百
人
、
身
体
障
害
児
約
二
百

四
十
人
を
対
象
に
実
施
し
た
も
の
で
、
そ

の
結
果
か
ら
身
体
障
害
者
の
生
活
実
態
を

推
定
し
て
い
ま
す
。
障
害
の
種
類
別
、
年

齢
別
な
ど
の
基
礎
的
事
項
は
昨
年
十
一
月

に
発
表
（
『
Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
仲
間
』
陥
1
0
で
紹

介
）
さ
れ
て
お
り
、
今
回
は
そ
の
続
編
で

す
。

　

調
査
に
よ
る
と
、
在
宅
の
身
体
障
害
者

二
百
四
十
一
万
三
千
人
の
う
ち
、
日
常
生

活
で
な
ん
ら
か
の
介
助
を
必
要
と
す
る
人

は
入
浴
二
〇
・
七
％
、
衣
服
の
着
脱
一
七

・
五
％
、
ト
イ
レ
一
二
・
五
％
な
ど
い
ず

れ
も
前
回
の
五
十
五
年
調
査
よ
り
上
回
っ

て
い
ま
す
。
な
か
で
も
こ
れ
ら
の
基
本
動

作
に
全
面
的
な
介
助
を
必
要
と
す
る
人

は
、
九
万
五
千
人
い
る
と
み
ら
れ
、
前
回

調
査
よ
り
四
割
余
り
増
え
て
い
ま
す
。

　

就
業
率
は
。
実
数
で
七
十
万
一
千
人
で

前
回
よ
り
六
万
人
余
り
増
え
て
い
る
も
の

の
、
割
合
で
は
二
九
・
〇
％
（
前
回
調
査

三
二
・
〇
％
）
と
三
〇
％
を
割
り
込
み
ま

し
た
。

　

こ
れ
ら
の
否
定
的
な
調
査
結
果
は
、
身

体
障
害
者
の
高
齢
化
と
重
度
化
が
す
す
ん

だ
た
め
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ス
モ
ン
研
究
班
が
縮
小
？

　

厚
生
省
の
難
病
対
策
で
あ
る
特
定
疾
患

調
査
研
究
班
の
ひ
と
つ
「
ス
モ
ン
研
究
班
」

が
、
六
十
三
年
度
編
成
替
え
で
、
薬
害
再

発
防
止
に
関
わ
る
部
門
の
大
幅
縮
小
が
伝

え
ら
れ
、
ス
モ
ン
患
者
ら
は
自
分
た
ち
の

苦
し
み
の
体
験
が
薬
害
再
発
防
止
に
生
か

せ
な
く
な
る
と
強
く
反
対
し
て
い
ま
す
。

　

ス
モ
ン
の
会
全
国
連
絡
協
議
会
が
得
た

情
報
で
は
、
前
年
度
ま
で
百
十
人
の
同
研

究
班
が
九
十
人
に
縮
小
さ
れ
、
そ
の
削
減

部
分
が
薬
害
・
副
作
用
に
関
す
る
研
究
部

門
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
動
き
は

厚
生
省
の
医
薬
品
副
作
用
被
害
対
策
室
の

前
の
室
長
が
、
ス
全
協
の
代
表
に
対
し
て

　

「
薬
害
防
止
・
副
作
用
部
門
は
ス
モ
ン
研

究
に
な
じ
ま
な
い
」
と
公
言
し
て
い
た
こ

と
か
ら
、
厚
生
省
の
意
向
を
反
映
し
た
も

の
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
情
報
を
察
知
し
た
ス
全
協
の
鎌
田

議
長
ら
三
役
が
六
月
二
十
日
、
急
き
ょ
厚

生
省
の
同
対
策
室
を
訪
ね
事
実
関
係
の
確

認
と
薬
害
防
止
対
策
の
充
実
を
強
く
申
し

入
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
同
対
策
室
伍
藤
室
長
は

「
研
究
」
班
幹
事
会
で
「
そ
の
よ
う
な
案
が

出
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
理
由
な
ど

は
承
知
し
て
い
な
い
。
研
究
班
長
に
そ
の

点
を
確
認
し
て
考
え
て
い
き
た
い
」
と
答

え
、
厚
生
省
の
意
向
で
あ
る
か
ど
う
か
に

Φ

つ
い
て
は
ふ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ス
全
協

代
表
は
そ
の
確
認
が
と
れ
た
時
点
で
改
め

て
話
し
合
う
こ
と
を
申
し
入
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
申
し
入
れ
に
Ｊ
Ｐ
Ｃ
か
ら
小
林
事

務
局
長
も
参
加
し
、
「
当
会
に
は
ス
全
協

だ
け
で
な
く
、
ほ
か
に
も
薬
害
被
害
者
団

体
や
難
病
団
体
が
多
く
加
盟
し
て
お
り
、

特
定
疾
患
研
究
班
の
縮
小
に
は
重
大
な
関

心
を
も
っ
て
い
る
。
Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
立
場
か
ら

も
薬
害
再
発
防
止
研
究
部
門
の
削
減
に
は

反
対
で
あ
る
」
と
強
く
申
し
入
れ
ま
し
た
。

　

広
範
脊
柱
管
狭
窄
症
を
公
費
で

　

厚
生
省
は
、
難
病
の
治
療
研
究
を
椎
進

す
る
た
め
現
在
、
二
十
九
疾
患
を
対
象
に
、

医
療
費
の
自
己
負
担
分
を
公
費
で
負
担
す

る
特
定
疾
患
調
査
研
究
事
業
に
、
六
十
四

年
一
月
一
日
か
ら
新
規
対
象
疾
患
と
し
て

　

「
広
範
脊
柱
管
狭
窄
症
」
を
追
加
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　

概
要
］
主
と
し
て
中
年
以
降
に
発
症
し

四
肢
・
躯
幹
の
痛
み
、
し
び
れ
、
筋
力
低

下
、
運
動
障
害
を
主
症
状
と
す
る
。
脊
髄

麻
庫
の
た
め
に
重
度
の
歩
行
障
害
を
き
た

す
。
形
態
学
的
変
化
と
し
て
は
、
頚
・
胸

・
綱
椎
部
の
広
範
囲
に
わ
た
る
脊
柱
管
の

狭
小
化
が
主
体
で
あ
る
。

　

疫
学
ｌ
発
症
年
齢
は
四
十
代
以
降
の
男

子
に
比
較
的
多
く
、
患
者
数
は
全
国
で
千

五
百
～
二
千
人
程
度
と
椎
定
さ
れ
る
。

　

病
態
］
椎
体
、
椎
間
板
、
関
節
突
起
お

よ
び
脊
柱
管
内
の
靭
帯
の
肥
厚
生
変
化
に

よ
り
、
脊
柱
管
が
狭
小
化
し
た
状
態
が
見

ら
れ
る
。

　

原
因
‥
不
明

　

症
状
‥
四
肢
の
痛
み
、
し
び
れ
、
筋
力

低
下
、
連
動
障
害
、
腰
痛
、
腎
部
痛
。

　

診
断
Ｉ
Ｘ
線
検
査
、
Ｃ
Ｔ
検
査
、
Ｍ
Ｒ

Ｉ
検
査
、
脊
髄
造
影
。

　

鑑
別
診
断
‥
脊
椎
す
べ
り
症
、
椎
間
板

ヘ
ル
ニ
ア
、
脊
椎
・
脊
髄
腫
瘍
な
ど
。

　

治
療
‥
保
存
的
治
療
と
し
て
薬
物
・
装

具
・
理
学
療
法
。
外
科
的
治
療
と
し
て
狭

窄
部
位
の
除
圧
手
術
ま
た
は
脊
椎
固
定
。

　

結
核
難
病
感
染
症
課
が
廃
止
に

　

厚
生
省
は
、
七
月
一
日
付
で
大
臣
官
房

内
に
「
老
人
医
療
福
祉
部
」
を
新
た
に
設

け
る
と
と
も
に
、
保
健
医
療
局
結
核
難
病

感
染
症
課
を
廃
止
し
「
疾
病
対
策
課
」
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
Ｊ
Ｐ
Ｃ
で
は
、

か
ね
て
か
ら
こ
の
方
針
に
つ
い
て
、
「
難

病
を
標
榜
す
る
課
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
は

難
病
対
策
の
後
退
を
ま
ね
く
恐
れ
が
あ

る
」
と
反
対
の
意
志
表
示
を
し
て
き
ま
し

た
が
、
厚
生
省
側
は
成
人
病
対
策
の
強
化

に
対
応
す
る
も
の
で
、
難
病
対
策
も
い
つ

そ
う
拡
充
し
て
い
く
と
答
え
て
き
ま
し

た
。
担
当
課
の
名
称
変
更
で
、
難
病
対
策

が
後
退
し
な
い
よ
う
、
患
者
・
家
族
の
ね

が
い
を
実
現
す
る
運
動
を
引
き
続
き
強
め

て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。
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隔
離
を
必
要
と
し
な
い
あ
か
し
と
し
て

「
人
間
回
復
の
橋
」
が
完
成

　
　

「
海
に
壁
が
あ
り
ま
す
、
海
に
柵
が
あ

り
ま
す
…
…
ほ
ん
と
う
の
人
問
回
復
の
橋

を
渡
っ
て
歩
き
た
い
の
で
す
」
こ
の
「
長

島
愛
生
園
」
の
詩
人
、
さ
か
い
と
し
ろ
う

さ
ん
の
詩
は
、
半
世
紀
以
上
に
お
よ
ん
だ

政
府
の
隔
離
政
策
に
苦
し
む
す
べ
て
の
ハ

ン
セ
ン
病
患
者
の
ね
が
い
で
す
。

　

瀬
戸
内
の
島
、
長
島
に
ハ
ン
セ
ン
病
患

者
の
全
国
初
の
施
設
と
し
て
「
愛
生
図
」

が
創
設
さ
れ
た
の
は
、
五
十
七
年
前
の
こ

と
で
す
。
七
年
後
の
「
邑
久
光
明
園
」
の

併
設
以
降
も
、
三
十
メ
ー
ト
ル
し
か
離
れ

て
い
な
い
本
土
と
は
隔
離
さ
れ
た
状
態
で

し
た
。
全
国
か
ら
一
万
数
百
人
が
収
容
さ

れ
、
約
五
千
八
百
人
が
こ
の
１
　
で
生
涯
を

閉
じ
ま
し
た
。
戦
後
す
ぐ
に
特
効
薬
が
開

発
さ
れ
、
ハ
ン
セ
ン
病
は
治
る
病
気
に
な

り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
も
根
強
い
偏
見
と

差
別
の
壁
は
な
く
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　

一
日
十
八
往
復
の
定
期
船
し
が
な
い
こ

の
島
に
橋
を
か
け
よ
う
と
、
全
国
ハ
ン
セ

ン
病
患
者
協
議
会
と
「
愛
生
園
」
、
「
光

明
園
」
の
療
養
者
が
中
心
に
な
っ
て
「
長

島
架
橋
促
進
委
員
会
」
を
設
置
し
た
の
は

昭
和
四
十
七
年
の
こ
と
で
し
た
。
「
隔
離

を
必
要
と
し
な
い
証
と
し
て
の
橋
」
を
め

ざ
し
て
十
七
年
に
お
よ
ぶ
運
動
を
続
け
、

五
月
九
日
、
半
世
紀
に
お
よ
ん
だ
政
府
の

隔
離
政
策
の
終
結
を
象
徴
す
る
「
人
間
回

復
の
橋
」
が
開
通
し
ま
し
た
。

　

こ
の
橋
の
完
成
を
祝
っ
て
発
刊
し
た
絵

ハ
ガ
キ
に
は
「
こ
の
橋
の
も
つ
意
味
を
噛

み
し
め
、
再
び
人
間
が
人
間
を
差
別
し
て

　

『
悲
し
き
病
』
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
の
な

い
よ
う
」
の
一
文
が
あ
り
ま
す
。
新
た
に

エ
イ
ズ
を
は
じ
め
と
す
る
差
別
・
偏
見
が

生
ま
れ
つ
つ
あ
る
今
、
「
人
間
回
復
の
橋
」

は
私
た
ち
に
「
人
間
の
尊
厳
、
生
命
の
尊

厳
」
が
大
切
に
さ
れ
る
社
会
を
め
ざ
す
こ

と
の
必
要
性
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

＠
医療覗征のうごき
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こが院

　

表し十口歳

れ二で▽

　

゜ぱ二の未

　

５

は人脳５

　

ら万十満

じ宍:j

今の死日

　　

ど人九の

－
・
－
－

　

▽
５
日

　

減
少
傾
向

［
０
　
ふ
じ
一を

た
ど
つ
て
い
る
一
五

歳
未
満
の
子
ど
も
の
人
口
が
総
人

口
の
十
九
・
九
％
で
前
年
よ
り
七

十
二
万
人
減
。
こ
の
傾
向
は
ま
だ

し
ば
ら
く
続
く
と
総
務
庁
が
発

表
。

　

▽
５
日

　

新
潟
市
の
信
楽
図
病

院
で
脳
死
者
か
ら
摘
出
し
た
腎
臓

が
一
一
人
の
患
者
に
移
植
さ
れ
た
。

こ
れ
は
今
年
一
月
、
日
本
医
師
会

の
生
命
倫
理
懇
談
会
が
脳
死
と
臓
器
移
植

を
容
認
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
て
以
後
初

め
て
の
公
表
。

　

▽
1
8
日

　

国
保
「
改
正
」
案
が
成
立
。

主
な
内
容
は
①
低
所
得
者
の
保
険
料
軽
減

分
を
都
道
府
県
が
負
担
す
る
②
医
療
費
の

著
し
く
高
い
市
町
村
に
つ
い
て
は
滴
正
化

計
画
を
策
定
。
推
進
し
、
そ
れ
で
も
適
正

水
準
に
な
ら
な
い
場
合
は
、
一
定
部
分
を

盲
腸
濠
』
Ｕ
Ｉ

国
民
医
療
費

　

国
民
が
病
気
や
け
が
の
治
療
で
。
一

年
間
に
医
療
機
関
に
支
払
っ
た
医
療
費

の
総
額
。
医
療
保
険
・
労
災
な
ど
の
保

険
者
負
担
、
老
人
保
健
制
度
負
担
、
患

者
負
担
、
公
費
負
担
に
分
け
て
計
上
し

　

▽
2
5
日

　

日
本
法
医
学
会
の
「
脳
死
に

関
す
る
委
員
会
」
は
①
脳
死
は
個
体
死
で

あ
る
②
そ
の
時
刻
は
原
則
と
し
て
最
初
の

脳
死
判
定
時
で
あ
る
、
と
す
る
中
間
報
告

書
を
提
出
。

　

▽
2
8
日

　

労
働
省
の
ま
と
め
に
よ
る
と

一
月
か
ら
四
月
に
労
働
災
害
で
亡
く
な
っ

た
人
は
全
国
で
六
百
六
十
八
人
と
前
年
同

期
よ
り
九
十
六
人
も
増
え
、
景
気
拡
大
の

陰
で
労
災
死
者
が
急
増
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　

▽
１
日

　

お
年
寄
り
の
十
人

［
大
目
］

に
一
人
は
Ｉ
人
暮
し
で
、
高
齢

者
世
帯
が
全
世
帯
の
一
割
近
く
と
「
六
十

二
年
国
民
生
活
基
礎
調
査
」
で
明
ら
か
に
。

　

▽
５
日

　

国
民
の
半
数
が
騒
音
や
大
気

汚
染
な
ど
の
公
害
の
被
害
を
受
け
、
約
七

割
が
「
今
後
悪
化
」
と
見
て
い
る
こ
と
が

総
理
府
世
論
調
査
で
明
ら
か
に
。

　

▽
1
1
日

　

六
十
一
年
度
の
国
民
医
療
費

の
総
額
は
十
七
兆
円
で
、
国
民
一
人
当
り

十
四
万
三
百
円
と
厚
生
省
が
発
表
。

て
い
ま
す
が
、
市
販
薬
、
正
常
な
分
べ

ん
、
健
康
診
断
、
予
防
接
種
、
差
額
ぺ

。
ド
料
、
付
き
添
い
看
護
料
な
ど
の
費

用
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

医
療
費
が
前
年
度
比
六
こ
ハ
％
増
え

た
主
な
原
因
は
、
高
齢
化
、
診
療
報
酬
一

改
訂
、
自
然
増
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

一
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朝
日
新
聞
が
Ｊ
Ｐ
Ｃ
を
紹
介

　

朝
日
新
聞
で
は
現
在
、
毎
週
の
日
曜
版

の
「
と
も
に
生
き
る
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー

で
、
全
国
の
患
者
・
障
害
者
団
体
な
ど
の

組
織
や
活
動
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
五
月

八
日
付
の
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
Ｊ
Ｐ
Ｃ
が

紹
介
さ
れ
、
反
響
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
記
事
は
、
患
者
運
動
の
ナ
シ
ョ
ナ

ル
セ
ン
タ
ー
を
め
ざ
す
Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
組
織
や

活
動
の
特
徴
を
説
明
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

毎
年
開
催
す
る
全
国
交
流
集
会
や
「
身
体

障
害
者
福
祉
法
の
対
象
に
、
難
病
患
者
も
」

と
い
う
私
た
ち
の
ね
が
い
も
紹
介
さ
れ
、

協
力
会
員
募
集

　

Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
活
動
を
理
解
し
て
い
た

だ
き
、
財
政
的
に
運
動
を
支
え
支
援

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
協
力
会
員
制

度
も
二
年
目
を
む
か
え
ま
し
た
。
制

度
の
一
部
を
改
正
し
新
た
に
会
員
を

次
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

各
団
体
の
会
員
、
ご
家

　

族
。
病
院
の
職
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　

ア
活
動
家
な
ど
ど
な
た
で
も
加
入

　

で
き
ま
す
。

■
会
費

　

一
口
三
千
円
（
年
間
）
何

　

□
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
存
在
を
知
ら
せ
る
き
っ
か
け
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
記
事
を
読
ん
だ
読
者
か
ら
「
同
じ

病
気
で
悩
む
仲
間
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
」

　

「
医
者
に
な
お
ら
な
い
病
気
だ
と
い
わ
れ

た
」
な
ど
、
四
十
件
を
超
す
問
い
合
わ
せ

や
相
談
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
二
部
紹
介

記
事
の
誤
り
も
あ
り
、
な
か
に
は
、
「
個

人
的
に
入
会
し
た
い
」
と
い
う
問
い
合
わ

せ
も
あ
り
ま
す
が
、
機
構
上
、
個
人
で
は

入
会
で
き
な
い
こ
と
を
説
明
し
、
協
力
会

員
制
度
へ
の
入
会
を
勧
め
て
い
ま
す
。

羅
特
典

　

加
入
者
が
一
定
数
を
超
え

　

た
場
合
は
、
加
入
者
の
中
か
ら
抽

　

選
に
よ
り
ペ
ア
で
海
外
研
修
派
遣

　

を
行
い
ま
す
。
ま
た
加
入
者
全
員

　

に
会
報
『
Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
仲
間
』
（
年

　

六
回
発
行
）
を
お
届
け
し
ま
す
。

■
抽
選

　

毎
年
開
く
全
図
一
交
流
集
会

　

で
申
込
み
ハ
ガ
キ
に
よ
り
抽
選
。

■
申
込
方
法

　

入
会
申
し
込
み
用
ハ

　

ガ
キ
を
Ｊ
Ｐ
Ｃ
事
務
局
、
加
盟
団

　

体
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
必
要

　

事
項
を
記
入
の
上
Ｊ
Ｐ
Ｃ
事
務
局

　

ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
折
り
返

　

し
送
金
用
紙
を
お
送
り
し
ま
す
。

昭
和
五
十
一
年
二
月
二
十
五
日
第
三
種
郵
便
物
認
可

Ｓ
Ｓ
Ｋ
Ｏ
増
刊
通
巻
一
八
〇
九
号
（
毎
週
月
・
水
■
　
＜
f
｡

ｉ
ｌ
ｌ
発
行
）

昭
和
六
十
三
年
七
月
十
二
日
発
行

Ｉ

國
像
遵
葡

　

茨
城
県
難
病
連
が
Ｊ
Ｐ
Ｃ
に
加
盟

　

全
国
筋
無
力
症
友
の
会
茨
城
支

部
、
茨
城
県
腎
協
、
ベ
ー
チ
ェ
ト
病

友
の
会
茨
城
支
部
な
ど
七
団
体
が
加

盟
し
会
員
数
は
約
千
三
百
人
で
す
。

　

こ
れ
で
Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
加
盟
団
体
は
三

十
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
面
事
務
局
は
清
水
昇
勝
さ
ん
宅

で
〒
氾
石
岡
市
若
松
一
ｉ
七
丿
五

登
○
二
九
九
二
－
一
一
－
五
五
八
〇

　

▼
「
山
科
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
に
京
都

　

難
病
連
も
参
加

　

四
月
三
日
、
市
内
山
科
区
で
山
科
医
師

会
、
山
科
保
険
医
協
会
、
京
都
生
協
な
ど

が
「
山
科
ふ
れ
あ
い
健
康
ま
つ
り
」
を
開

き
ま
し
た
。
京
都
難
病
連
か
ら
は
山
科
区

在
住
の
会
員
が
中
心
と
な
り
、
バ
ザ
ー
と

難
病
相
談
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
機

会
に
地
域
を
中
心
と
し
た
活
動
や
交
流
会

を
発
足
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

▼
全
国
心
臓
病
の
子
供
を
守
る
会
の
運

　

賃
割
引
の
請
願
が
採
択

　

二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
行
っ
た
「
内

部
障
害
者
の
運
言
な
ど
に
障
害
者
割
引
き

の
適
用
を
要
望
す
る
請
願
」
署
名
を
三
月

十
五
日
衆
参
両
院
に
提
出
し
ま
し
た
。
こ

の
請
願
は
五
月
二
十
五
日
衆
参
両
議
院
で

採
択
さ
れ
、
守
る
会
で
は
さ
ら
に
自
治
体

に
も
働
き
か
け
を
行
う
予
定
で
す
。

　

▼
日
患
同
盟
、
テ
レ
カ
の
普
及
二
千
枚

　

日
患
同
盟
創
立
四
十
周
年
記
念
事
業
の

ひ
と
つ
で
あ
る
「
ネ
パ
ー
ル
ヘ
の
結
核
医

療
協
力
」
テ
レ
カ
の
普
及
は
、
五
月
二
十

日
ま
で
に
二
千
枚
に
な
り
ま
し
た
。

　

▼
低
肺
シ
リ
ー
ズ
を
イ
ブ
ニ
ン
グ
ニ
ュ

　

ー
ス
で
放
映

　

東
海
テ
レ
ビ
が
五
月
三
十
一
日
～
六
月

二
日
、
三
回
連
続
で
低
肺
者
の
現
状
と
患

者
運
動
を
取
材
し
、
放
映
し
ま
し
た
。

　

▼
静
岡
県
筋
ジ
フ
ト
ロ
フ
ィ
ー
協
会
が

　

県
難
連
へ
加
盟

　

沼
津
在
住
の
作
家
で
あ
り
、
難
病
運
動

の
後
援
者
で
あ
る
西
村
滋
氏
の
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
シ
ョ
ー
が
き
つ
か
け
と
な
り
、
県
筋

ジ
ス
協
会
が
加
盟
し
、
こ
れ
で
県
難
連
の

加
盟
団
体
は
十
三
に
な
り
ま
し
た
。

　

▼
全
肝
協
が
群
馬
で
集
い
と
住
所
変
更

　

五
月
二
十
八
、
二
十
九
日
群
馬
県
・
猿

ケ
京
温
泉
で
「
一
全
国
肝
炎
患
者
と
医
療

従
業
者
の
集
い
」
を
開
き
ま
し
た
。
参
加

者
は
二
十
四
都
道
府
県
か
ら
二
百
六
人
。

こ
の
集
い
は
全
肝
協
創
立
三
年
目
で
初
め

て
開
い
た
も
の
で
地
元
の
肝
臓
病
友
の
会

が
後
援
し
ま
し
た
。
ま
た
、
群
馬
の
病
院

の
医
師
に
よ
る
「
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
と
肝
臓

癌
」
と
題
し
た
記
念
講
演
が
行
わ
れ
参
加

者
に
好
評
で
し
た
。

　

仝
肝
協
の
事
務
局
が
、
〒
二
八
四

　

中

野
区
東
中
野
一
丿
二
十
二
丿
二
十
一

　

八

ご
ン
ヨ
ン
荘
一
〇
一
に
変
更
に
な
り
ま
し

た
。
電
話
番
号
は
従
来
ど
お
り
で
す
。

　

入
稿
期
日
が
せ
ま
る
…
…

あ
と
一
時
間
…
…
あ
と
ペ
ー

ジ
数
は
…
…
あ
Ｉ
、
間
に
合

わ
な
い
／
・

　

ど
う
し
よ
う
／

ド
ッ
カ
ー
ン
／

　

も
う
こ
ん

な
生
活
い
や
が
１
１

　

（
佐
藤
）

　
　

斤

　
　

体
障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会

発
行
戸
ダ
ー
振
京
都
世
田
谷
区
砧
６
－
2
6
－
2
1

頒
価
三
百
円

1988―7 。轄参０の伸闇門６
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